ばくえい 

幕営。 

右手より 曹長 先頭に て 兵士 一、 二、 三、 四、 五、 

しへ き 

登場、 一列 四 壁に 沿いて 行進。 

曹長 「 一 時半な のに どうした のだろう。 

バナナ ン 大将 はま だ やって こない 

スト マク ウォッチ 

胃 時計 はもう 十 時な のに 

バ ナ ナン 大将 は 帰らな い 。 」 

あしぶ 

正面 壁に 沿い 左向き 足踏み。 

(銅鑼の 音) 

ならび 

左手より、 特務 曹長 並に 兵士 六、 七、 八、 九、 十 

五 人 登場、 一列、 壁に 沿いて 行進、 右隊 足踏みつ 



つ 挙手の 礼 左隊 答礼。 

特務 曹長 「もう 二 時な のに どうした のだろう、 

バ ナナ ン 大将 はま だ 来て いない 

スト マク ウォッチ はもう 十 時な のに 

バナナ ン 大将 は 帰らない ご 

左隊右 壁に 沿い 足踏み (銅鑼) 

曹長 特務 曹長 (互，" に 進み 寄り 足踏みつつ 唱ぅ) 

りよ-つし よく 

「 糧 食 はなし 四月の 寒さ 

スト マク ウォッチ ももう めちゃめちゃ だ ご 

合唱 「どうした のだろう、 バナナ ン 大将 

もう 一 遍 だけ 見て 来よう ご 別々 に 退場 



ど ら 

r 同 羅ゾ 

すパ 力なり つ 力 

右隊 登場、 総て 始めの ごとし。 可成 疲れたり。 

曹長 「もう 四時な のに どうした のだろう、 

バナナ ン 大将 はま だ 来て いない 

もう 四時な のに どうした のだろう。 

バ ナ ナン 大将 は 帰らな い 。 」 

左隊 登場 

「もう 四時 半な のに どうした のだろう、 

バナナ ン 大将 はま だ 来て いない 

もう 五 時な のに どうした のだろう 

バナナ ン 大将 は 帰らない ご 



r 同 羅ゾ 

曹長 特務 曹長 

なみき 

「大将 ひとりで どこかの 並木の 

苹果を 叩いて いるか もしれ ない 

大将い まごろ どこかの はたけで 

にんじん か 

人蔘 ガリ ガリ 嚙ん で るぞ。 」 

r 同羅ン 

凝に 

いちじる かろ 

右隊 入場、 著 しく 疲れ 辛うじて 歩行す。 

曹長 「七 時半な のに どうした のだろう 

バナナ ン 大将 はま だ 来て いない 

七 時半な のに どうした のだろう 



バナナ ン 大将 は 帰らない ご 

左隊 登場 最 労れたり。 

曹長 特務 曹長 

「もう 八 時な のに どうした のだろう 

バナナ ン 大将 は まだ 来て いない。 

もう 八 時な のに どうした のだろう 

バナナ ン 大将 は 帰らない ご 

r 同羅. I 

广 4SI ，に 

立てる もの 合唱 (きれぎれに) 

「いくさで 死ぬなら あきらめ もす るが 

いまごろ 餓えて 死にた く はない 



ああた だ ひときれ この 世の なごりに 

バナナ かなに か を 食いたい なご 

(共に 倒る) (銅鑼) 

かざ 

バナナ ン 大将 登場。 バナナの エポレット を 飾り 

菓子の 勲章 を 胸に 満 せり。 

バナナ ン 大将 

「つかれた つかれたす つかりつ かれた 

あし 

脚 はまる つきり 二 本の ステッキ 

い つたいす こうし 飲み過ぎ たの だし 

馬肉 も あんまり 食いす ぎた ご 

さけ 

(叫ぶ。) 「问 だ。 まっくら じ やない か。 今ごろに 



なって まだ あかり も 点けん のか ご 

兵士 等 辛うじて 立ち あがり 挙手の 礼。 

あかり ま ぬ 

大将 「灯 をつ けろ、 間抜けめ ご 

曹長 点燈 す。 兵士 等 大将の エポレット 勲章 等 を 見 

しょうどう はなはだ 

て 食 せんとす るの 衝動 甚 し。 

どろ 

大将 「間抜けめ、 どれ もみん なまる で 泥 人形 だ。」 

脚 を 重ねて 椅子に 座す。 ポケットより 新聞と 老眼 

ことさら 

鏡と を 取り出し 殊更に 顔をしかめ つっこれ を 読む _ 

しきりに ゲップ す。 やがて 睡る。 

うま 

曹長 (低く。) 「大将の 勲章 は 実に 甘そう だな あ。」 

特務 曹長 「それ は 甘そう だ ご 



曹長 「食べる という わけに は 行かない ものであります 

かご 

特務 曹長 「それ は 蓋しい かない。 軍人が 名誉 ある 勲章 

を 食つ てし まう という 前例 はない ご 

曹長 「食ったら どうなる のであります かご 

じゅうさ つ 

特務 曹長 「軍法会議 だ。 それから 銃殺に きまって い 

る ご 間、 兵卒 一 同 再び 倒る。 

おもて 

曹長 (面 を あぐ。) 「上官。 私 は 決心いた しました。 こ 

の 饑餓 陣営の 中に 於き まして は 最早 私共の 運命 は定 

ため ぜんめつ 

まって あります。 戦争の 為にで なく 飢餓の 為に 全滅 

する ばかりであります。 かの 巨大なる バナナ ン 軍団 



特務 曹長 「よし。 閣下 はま だお やすみ だ。 いい か。 わ 

れ われ は 軍律 上 少しく 変則で は あるが これから 食事 

よろこ 

を 始める ご 兵士 悦ぶ。 

曹長 ( 一 足 進む。 ) 

特務 曹長 「いや、 盗む というの はいかん。 もっと 正々 

堂々 とやら なくち やい けない。 いい か。 おれが やろ 

うご 

特務 曹長 バナナ ン 大将の 前に 進み 直立す。 曹長 以 

下 これに 従い 一 列に 並ぶ。 

特務 曹長 (挙手、 叫ぶ。) 「閣下！」 

お もむ ろ め 

バナナ ン 大将 ( 徐 に 眼 を 開く。) 「何 じ や、 そうぞう 



しい ご 

特務 曹長 「閣下の 御 勲功 は 実に 四海 を 照す ので ありま 

すご 

大将 「ふん、 それ はよ ろしい ご 

特務 曹長 「閣下の 御 名誉 は 則 ち 私共の 名誉で ありま 

すご 

大将 「うん。 それ はよ ろしい ご 

特務 曹長 「閣下の 勲章 は 皆 実に 立派であります。 私共 

あお かんげき 

は 閣下の 勲章 を 仰ぎます) J と に 実に 感激して なみだ 

がで たりの どが 鳴ったり する のであります ご 

大将 「ふん、 それ は そうじゃ ろうご 



せんえき 

特務 曹長 「これ は どの 戦役 で w J 受領な された ので ぁリ 

ます 力 」 

大将 「印度 戦争 だ ご 

特務 曹長 「このまん 中の 青い 所 はほん ものの ザ ラメで 

あります かご 

大将 「ほんとうの ザ ラメと も ご 

特務 曹長 「実に 立派であります ご (曹長に 渡す。 曹長 

兵卒 一 に 渡す。 兵卒 一 直ちに これ を嚥 下す。) 

特務 曹長 「次の は 何であります かご 

大将 「ファン テプラ —ク章 じ や ご 外す。 

特務 曹長 「あまり 光って 眼が くらむ ようであります ご 



大将 「そうじゃ。 それ は 支那 戦の ニコチン 戦役に も 

ら つたの じ や ご 

特務 曹長 「立派であります ご 

大将 「それ は そうじゃろう」 (兵卒 二 これ を嚥 下す。) 

大将 「どうじ や、 これ は チベット 戦争 じ や ご 

特務 曹長 「なるほど 西 蔵 馬の しるしが ついて 居り ま 

すご (兵卒 三 これ を嚥 下す。) 

大将 「これ は 普仏戦争 じ や、」 

特務 曹長 「なるほど ナポレオン ポナ パルドの 首の しる 

しが つ いて 居ります。 然し 閣下 は 普仏戦争に 御 参加 

になり ましたので あります かご 



大将 「いいや、 六十 銭で 買った よご 

特務 曹長 「なるほど、 実に 立派であります。 六十 銭で 

は 安す ぎます ご 

大将 「うん、」 (兵卒 四 これ を嚥 下す。) 

特務 曹長 「その 次の 勲章 は どれであります かご 

大将 「これ じ や、」 

特務 曹長 「これ は どちらから 贈られた のであります 

ゝ o _ 

力 」 

大将 「それ は アメリカ だ。 二 ユウ ヨウ クの メリケン粉 

株式会社から 贈られた の だ ご 

おどろ 

特務 曹長 「そうであります か。 愕 くべき であります ご 



(兵卒 五 これ を嚥 下す。) 

特務 曹長 「次 は どれであります かご 

大将 「これ じ や、」 

特務 曹長 「実にめ ずらしく あります。 やはり 支那 戦争 

であります かご 

ぶた ひき 

大将 「いいや。 支那の 大将と 豚 を 五 匹で とりかえ たの 

じ や ご 

特務 曹長 「なるほど、 ハム サンド ウイ ツチです なご (兵 

卒六 これ を嚥 下す。) 

大将 「これ はどう じ や ご 

特務 曹長 「立派であります。 何 勲章であります かご 



大将 「むすこから とりかえした のじ や ご (兵卒 七嚥 下。) 

特務 曹長 「その 次 は、」 

大将 「これ は モナ コ 王国に 於てば くちの 番をした とき 

貰った のじ や ご 

おそ 

特務 曹長 「は あ 実に 恐れ入ります ご (兵卒 八嚥 下。) 

大将 「これ はどう じ や ご 

特務 曹長 「どこの 勲章であります かご 

大将 「手製 じ や 手製 じ や。 わしが こさえ たの じ や ご 

特務 曹長 「なるほど、 立派な お 作であります。 次の を 

拝見ね がいます ご (兵卒 九嚥 下。) 

大将 「これ はな ァフガ 二 スタンで マラソン 競争 を やつ 



てと つたの じ や ご (兵卒 十嚥 下。) 

特務 曹長 「なるほど 次 は どれであります かご 

大将 「もう 二つし かない ぞご 

特務 曹長 (兵卒 を検 して) 「もう 二 つで 丁度い いようで 

あります ご 

大将 「何が ご 

特務 曹長 (烈しく ごまかす。) 「そうであります ご 

大将 「勲章 か。 よろしい ご (外す。) 

特務 曹長 「これ は どちらから 贈られ ましたので ありま 

す 力 」 

大将 「イタ リャ ごろつき 組合 だ ご 



特務 曹長 「なるほど、 ジゴ マと 書いて あります ご (曹 

長に) 「おい、 やれ ご (曹長 嚥 下す。) 

特務 曹長 「実に 立派であります ご 

大将 「これ はもつ と 立派 だぞご 

特務 曹長 「これ は どちらから お受けに なりました ので 

あります かご 

大将 「ベル ギ 戦役 マイナス 十五 里 進軍の 際ス レン ジン 

グ トンの 街道で 拾った よご 

特務 曹長 「なるほど ご (嚥 下す。) 「少し 馬の 糞 はつい 

て 居ります が 結構であります ご 

大将 「どうじ や、 どれ もみん な 立派 じ やろう ご 



一 同 「実に 結構で ありました ご 

大将 「結構で ありました？ いかんな。 物の 云いよう 

も わからない。 結構であります と 云う もんじ や。 あ 

りました と 云えば 過去になる じ や ご 

一 同 「結構であります ご 

ただいま かんりょう 

特務 曹長 「ええ、 只今の は 実は 現在完了の つもりで あ 

ります。 ところで 閣下、 この 好機 会 を もちまして 更 

に 閣下の 燦爛たる エポレット を 拝見いた したい もの 

であります ご 

大将 「ふん、 よかろう ご 

(エポレット を 渡す。) 



特務 曹長 「実に 甚 しくあります ご 

きんむく と 

大将 「うん。 金無垢 だからな。 溶かしち やい かん ぞご 

だいじょうぶ 

特務 曹長 「はい 大丈夫で あります。 後列の 方の 六 人で 

よく 拝見し ろご (渡す。 最後の 六 人 これ を 受けと り 

直ちに 一 箇ず つちぎ る。) 

大将 「いかん、 いかん、 エポレット を 壊しち やい かんご 

特務 曹長 「いいえ、 すぐ 組み立てます。 もう 片っ方 拝 

見いた したい ものであります ご 

大将 「ふん、 あとです つかり 組み立てるなら まあよ か 

ろう。 」 

特務 曹長 「なるほど 金無垢であります。 すぐ 組み立て 



ます ご ( 一 箇 をち ぎリ 曹長に 渡す。 以下 これに 倣う 

おのおの む 

各 皮を剝 く。) 

大将 (愕 く。) 「あつい かんいかん。 皮を剝 いて はいか 

んじゃ ご 

特務 曹長 「急ぎ 呑み 下せい おいつ ご 二 同嚥 下。) 

ちくしょう どろ 

大将 (泣く。) 「ああ 情けない。 犬め、 畜生 ども。 泥 人 

くんしょう 

形ど も、 勲章 を みんな 食い 居った な。 どうす るか 

見ろ。 情けない。 うわあご 

しょうぜん 

(泣く。) (兵卒 悄然たり。) 

よう や きが かしゃく 

(兵卒ら この 時 漸 く 饑餓 を 回復し 良心の 苛責に 

勝えず。 ) 



兵卒 一 同 「いいえ、 だめであります。 だめであります ご 

特務 曹長 「いかん。 貴様た ちに 命令す る。 将軍のお 

ことば 

詞の あるう ち 動いて はならん。 気を付けつ ご 兵卒 

等 直立。 

特務 曹長 「曹長、 さあ 支度し ようご (ピストル を 出す。) 

「祈ろう。 一 所に ご 

特務 曹長 「饑餓 陣営の たそがれの 中 

犯せる 罪 はいと も 深し 

ああ 夜の そらの 青き 火 もて 

われらが つみ をき よめた まえ ご 

曹長 「マル トン 原の かなしみ のなか 



ひかり はつち にう ず もれぬ 

ああみ めぐみの あめ を 下し 

われらが つみ を ゆるした まえ ご 

合唱 「ああ、 みめぐ みの 雨 をく だし 

われらが つみ を ゆるした まえ ご 

ぎ まさ 

(特務 曹長 ピストル を 擬し将 に 自殺 せんとす。) 

めいもく たち ま 

(バナナ ン 大将 この 時まで 瞑目した る も 忽 ちに 

して 立ち あがり 叫ぶ。) 

大将 「止まれ、 やめい ご 

ぼうぜん 

(特務 曹長 ピストル を擬 したる まま 呆然と して 

ちょりつ うば 

佇立す。 大将 ピストル を 奪う。) 



大将 「いいや、 今 わし は 神の み 力 を 受けて 新ら しい 体 

操 を 発明した じ や。 それ は 名 づけて 生産 体操と なす 

おのず か せん 

べき じ や。 従来の 不 生産 式 体操と 自 ら撰を 異にす 

る じ や ご 

特務 曹長 「閣下、 何と ぞ その 訓練 をいた だきた く あり 

ます 」 

大将 「ふん。 それ はもち ろん よろしい。 いい か。 

では、 集れつ。 (総て 号令の ごとく 行わる。) シ ヨン。 

右い 習え。 直れつ。 番号 ご 

兵士 「一、 二、 三、 四、 五、 六、 七、 八、 九、 十、 十 

一 、 十二、」 



形 をつ くる。 二で 直る。 いい か。 わかった か。 五 

番ご 

はいじょう 

兵卒 五 「はいつ わかりました。 ベ ー ス。 盃状仕 立で 

あります ご 

大将 「よろしい。 果樹 整 枝 法 その 二、 ベ— スーご 

兵卒 二、」 

大将 ニー、 一、 二、 一、 二、 一、 二、 やめい ご 

大将 「次 は 果樹 整 枝 法 その 三、 カン デラ— ブル。 ここ 

では 二 枝 カン デラ— ブル、 U 字形 をつ くる。 この 時 

に は 両肩 と 両腕と で U の 字になる ことが 要領 じ や、 

徒 にこ こが 直角に なること は. m 液 循棻の 上から 



また 

も 又 樹液 運行の 上から も 必要と しない。 この 形に な 

る ことが 要領 じ や。 わかった か。 六番」 

兵卒 六 「わかりました。 カン デラ— ブル、 U 字形で あ 

ります 」 

大将 「よろしい。 果樹 整 枝 法 その 三、 カン デラ ー ブル、 

はじめつ 一、 二、 一、 二、 一、 二、 一、 二、 やめい ご 

大将 「よろしい。 果樹 整 枝 法 その 四、 又 その 一、 水平 

コル ドン。 はじめつ。 一、 二、 一、 一一、 一、 二、 一、 

二、 一、 やめい ご 

大将 「次 は その 又 二、 直立 コル ドン。 これ はこの まま 

でよ ろしい。 ただ 呼称 だけ を 用うる。 一、 二、 一、 



大将 「よろしい。 果樹 整 枝 法、 その 五、 ェ— ベン タ— 

ル、 はじめつ、 一、 二、 一、 二、 一、 二、 一、 やめ 

いご 

大将 「次 は 果樹 整 枝 法、 その 六、 棚 仕 立、 これ は 日本 

に 於て 梨 葡萄 等の 栽培に 際して 行われる じ や。 棚 を 

つくる。 棚 を。 わかった か。 十番ご 

兵士 十 「果樹 整 枝 法 第 六、 棚 仕 立であります ご 

大将 「よろしい。 果樹 整 枝 法 第 六 棚 仕 立、 はじめつ。 

(兵士ら 腕 を 組み 棚 をつ くる。 バナナ ン 大将 手籠 

くぐ 

を 持ちて その 下 を 潜りし きりに 果実 を収 む。) 



こはく 

バナナ ン 大将 「実に 立派 じ や、 この 実はみ な 琥珀で つ 

くって ある。 それでいて 琥珀の ようにお かしな 匂 

あま しる 

でもない。 甘い つめたい 汁で いっぱい じ や。 新鮮な 

エステルに みちて いる。 しかも この 宝石 は 数 も 多く 

人 を もな やまさない じ や。 来年 もまた みのる じ や。 

き ん 

ありがたい。 又 この 葉の 美しい こと はま さに 黄金 

しょうて つ 

じ や。 日光 来りて 葉 緑 を 照 徹すれば 葉 緑 黄金 を 生 

ずる じ や。 讃 うべき かな 神よ ご 

(将軍 籠に くだもの を 盛りて かで 来る。 手帳 を 出 

しすば やく 何 か 書きつ く、 特務 曹長に 渡す、 順次 

うた 

列 中に 渡る、 唱 いつつ 行進す。 兵士 これに 続く。) 
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